
第 16 条 この内規の改廃は、教育委員会及び運営委員会の議を経て、研究科委員会において決定する。 
附 則 

この内規は、平成 14 年４月１日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 17 年４月１日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 17 年 11 月 24 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 18 年１月 26 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 18 年３月 24 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 18 年９月 28 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 19 年５月 24 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 19 年６月 28 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 20 年 12 月 25 日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 21 年 10 月１日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 24 年 10 月１日から施行する。 
附 則 

この内規は、平成 25 年５月１日から施行する。 
 附 則 
この内規は、平成 28 年２月 25 日から施行する。 
 附 則 
この内規は、平成 29 年 11 月１日から施行する。 
 附 則（北学総第 2020-06775 号） 
この内規は、2021 年４月１日から施行する。 
附 則（北学総第 2022-08787 号） 

１ この内規は、2022 年 10 月 20 日から施行する。 
２ 前項の規定にかかわらず、第 15 条（学位論文提出有資格者の退学の取扱い）の規定は、2022 年度入学者及び
在学者から適用する。 

 

（（４４））学学生生生生活活関関係係

①①北北里里大大学学学学生生生生活活通通則則

学籍原簿及び誓約書

第第１１条条 本学に入学する者は、所定の学籍原簿及び誓約書に本人及び保証人が署名し、及び捺
なつ

印し、入学手続時

に提出しなければならない。

学籍登録

第第２２条条 学生は、毎学年初めに所定の期日までに学籍登録を行わなければならない。

学生証

第第３３条条 学生証は、常に携帯し、次の場合は、これを提示しなければならない。

本学教職員の請求があった場合

各種証明書又は旅客運賃割引証の交付を受ける場合

試験を受ける場合

通学定期乗車券若しくは学生割引き乗車券を購入するとき、又はそれを利用する際に係員から請求があっ

た場合

２ 学生証は、他人に貸与し、又は譲渡することはできない。

３ 学生証を紛失したときは、直ちに所属する学部及び研究科等事務室 以下「学部等事務室」という。 に届けな

ければならない。

４ 学生は、次の事項に該当するときは、直ちに学生証を所属する学部等事務室に返還しなければならない。

卒業、退学、除籍等により学籍を失ったとき。

学生証の有効期限が過ぎたとき。

新たな学生証の交付を受けたとき。

身上変更

第第４４条条 学生は、改姓その他身上変更及び住所等に変更があったときは、速やかに学部等事務室に届け出なければ

ならない。

２ 保証人を変更したとき及び保証人の住所等に変更があったときは、速やかに学部等事務室に届け出なければな

らない。

健康診断

第第５５条条 学生は、学校保健法 昭和 年法律第 号 により毎年本学が実施する健康診断を受けなければならない。

２ 本学が実施する健康診断を受けない場合は、健康診断証明書の交付を行わない。

欠席届

第第６６条条 学生は、連続して７日以上欠席するとき、又は忌引欠席のときは、欠席届を所属する学部等事務室に提出

しなければならない。

２ 前項の欠席の理由が疾病によるときは、医師の診断書を添付するものとする。

秩序保持

第第７７条条 本学学生として常に品位を保つことを心掛け、次の行為は厳に慎まなければならない。これに反したとき

は、学則により懲戒されることは勿論、損害が発生した場合、賠償の責を免れない。

授業及び研究の妨害をすること。

暴力行為をすること。
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本学の施設、設備等に対する汚損、破壊又は占拠をすること。

学内において、無許可の集会、掲示、印刷物の配布等をすること。

学内に危険物、薬品等を不法に持ち込み、又は持ち出すこと。

営利を目的として学内施設を利用すること。

定められた時間外に学内にとどまること。

許可を得ないで学内に車両を乗り入れること。

その他本学の秩序を乱し、他人に迷惑を及ぼす行為

規程の改廃

第第８８条条 この規程の改廃は、学部長会の議を経て学長が決定する。

附附 則則

この通則は、昭和 年 月 日から施行する。

附附 則則

この通則は、昭和 年 月 日から施行する。

附附 則則

この通則は、昭和 年 月 日から施行する。

附附 則則

この通則は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この通則は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この規程は、平成 年 月 日から施行する。

②②北北里里大大学学ににおおけけるる個個人人情情報報のの保保護護にに関関すするる基基本本規規程程

目次

第１章 総則（第１条－第５条）

第２章 個人情報の取扱い（第６条－第８条）

第３章 個人情報の管理（第９条・第 条）

第４章 個人情報の開示及び訂正等（第 条）

第５章 苦情の処理及び相談（第 条）

第６章 個人情報保護委員会（第 条－第 条）

第７章 教育・研修等（第 条－第 条）

第８章 雑則（第 条－第 条）

附則

第１章 総則

（目的）

第１条 この規程は、個人情報の保護に関する法律（平成 年法律第 号。以下「法」という。）及び学校にお

ける生徒等に関する個人情報の適正な取扱いを確保するために事業者が講ずべき措置に関する指針（平成 年

文部科学省告示第 号）に基づき、北里大学（以下「本学」という。）における個人情報に関する基本的事項

を定めるとともに、個人の権利利益を保護することを目的とする。

（定義）

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

（１） 個人情報

現在及び過去の学生及びこれに準ずる者、学生等の保護者及び保証人並びに本学への入学志願者に関

する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別するこ

とができるもの（他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識別することができ

ることとなるものを含む。）をいう。

（２） 個人情報データベース等

個人情報の集合物であって、次に掲げるものをいう。

ア 一定の業務の目的を達成するために、特定の個人情報を電子計算機を用いて検索することができる

ように体系的に構成したもの

イ アに掲げるもののほか、一定の業務の目的を達成するために、氏名、生年月日その他の記述により、

特定の個人情報を手作業で容易に検索処理することができるように体系的に構成したもの

（３） 個人データ

個人情報データベース等を構成する個人情報をいう。

（４） 保有個人データ

教職員が職務上作成し、又は取得した情報であって教職員が組織的に利用するものとして、本学が保

有しているものをいう。なお、当該保有個人データは、第４章の対象となる。

（５） 本人

個人情報によって識別される特定の個人をいう。

（大学及び学長の責務）

第３条 本学は、個人情報の保護の重要性を認識し、個人情報の取扱いに伴う本人の権利利益の侵害防止に関して
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